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報　告

１. はじめに

第 20 回日本シーティング ・ シンポジウムは 2025

年 11 月 23 日から 24 日までの 2 日間、 八王子市

学園都市センターで開催された。 「Challenge! 暮

らしを彩るシーティング」 〜未来へ紡ぐコラボレーショ

ン〜をテーマに、 「褥瘡」 「移動」 「移乗」 を中心と

した知識や技術、 様々な工夫の共有が行われた。

今回は大会の特徴と印象に残ったセッションを紹介

する。

２. 大会の特徴

本大会は特別講演、 教育講演、 一般演題発表、

シンポジウム、 ハンズオンセミナー、 企業展示などで

第 20 回日本シーティング ・ シンポジウムに参加して
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構成されていた。 参加者は理学療法士、 作業療法

士、 言語聴覚士、 看護師、 医師、 リハビリテーショ

ン工学技師など多職種であった。 本大会では 「困

難事例」 セッションがあり、 一症例に対し発表を含

め 30 分間のディスカッションを行う。 他の大会では

ないセッションであり、 多職種の意見が聞ける非常

に貴重な機会であった。 また、 ポスター会場には企

業展示が併設していた。 さらに、 特徴的だったのは

ポスター発表に合わせて設けられたコーヒーブレイク

で、 コーヒーとお茶菓子を片手にポスター発表の聴

講や企業展示を見ることができ、 大変新鮮で有意義

な時間となった。

３. 印象に残ったセッションの紹介

「坐骨部褥瘡の予防とケアのための車椅子シー

ティング」 をテーマとしたシンポジウムを紹介する。

シンポジストとして、 形成外科医である久徳茂雄氏、

皮膚 ・ 排泄ケア認定看護師の篠原真咲氏、 理学療

法士の土中伸樹氏、 作業療法士の溝井昌子氏、 そ

して東京車いすテニス協会会長の冨樫剛氏が登壇

した。

久徳氏は奈良市立病院で 2018 年にシーティン

グ外来を開設し、 溝井氏とともに運営している。 外

来を開設したことで褥瘡の患者さんに治癒後も病院

に来てもらうことができ、 社会生活に戻るためのフォ

ローが可能となったと話していた。

溝井氏からは、 車椅子ユーザーの坐骨部褥瘡と

の向き合い方について話があった。 作業療法士とし

て 「なぜそうしているのか」 「なぜその道具を使って

いるのか」 を評価し、 患者自身の納得を積み重ねな

がら実行していくことが重要であると話されていた。

篠原氏は、 看護の中でその人全体を捉え、 多職

種共同で関わることの重要性を話していた。 普段の
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ケアを考えるとき、 「誰が行うのか」 と 「継続できる

のか」 は非常に重要な観点となる。 看護師の役割

は①できるだけ本人が②簡単に③いつでもできるこ

とを生活に落とし込んで提案していくことと述べてい

た。 多職種の関わりとシーティングを組み合わせるこ

とで、 車椅子ユーザーが望む生活を実現していきた

いとのことだった。

土中氏はシーティング外来に長く関わる中で

培った、 車椅子の調整や座クッションの選定につ

いて話していた。 「坐骨部の褥瘡は座れなくなる。

社会参加の制限に直結する」 という言葉が印象的

であった。

そして冨樫氏は車椅子を利用して生活している当

事者であり、 褥瘡と隣り合わせの日々を送ってい

る。 「障害者は現状を変えることに恐怖心があるこ

とを理解してほしい」 「その上で、 特性も性格も異

なる 1 人ひとりのさらなる QOL 向上に向けて様々

な提案をいただきたい」 と褥瘡ケアに関わる我々に

メッセージをくれた。

４. おわりに

本大会を通して、 シーティングとは 「座って何が

したいのか」 を考え、 それができる暮らしを実現す

るための手段であることを再認識した。 それぞれが

専門性を発揮するために、 座れるようになった先に

ある目標を多職種で共有することを大切にしていき

たい。


